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中学校における幾何教育のあり方について

















































































自由画 図2 デフォルメした絵 図3
まらず曲線図形も扱うようになる O
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②地図の縮尺 校区の地図の縮尺を求める O 各自の自宅から学校までかかる時聞から距
第 離を求め (4km/hXxh)，地図上の長さとの比較から縮尺を求める。




日 いて求める O ピタゴラスの定理を例示し，その証明を考える。ピタゴラ
スの定理を用いて，座標上の2点聞の距離を求める。
⑤2点から直線の 直線上の2点の庵標から直線の式を求める。 y=ax+bの式に代入し





⑥式の変形 y=ax十b(陽関数)の司~から， ax+by二 c(陰関数)への変形，また，
その逆を行う。 ax+by=cを， a' x+b'y=lとすると，この直線がx

















































yニ ax+b(陽関数)の型から， ax+by二 c(陰関数)への変形はスムーズであった。ただ，
陰関数の形式にすることがどのような場合に有効で、あるのかという質問があったため，これを





























































正答数) 号で，各問題の得点は同じと Lt-.:o (正式率) 一一←一一X100として叶算した。テスト結果かー ¥JL'El--'t-') - 11 
ら，次のような特徴が見られる O





















同 18 確認テスト(原版は B5サイズ3枚)
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〔註〕
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